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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/26現在 

父島 

95/100 

母島 

85.9/100 

 

２月気象状況   （父島） 

最高気温   22.6℃ 

最低気温   11.6℃ 

平均気温   18.2℃ 

平均湿度   67％ 

月降水量   73.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（3/1）  
 

 

             2,580人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,102人   478人 
 

 
 

  世帯      1,178    257 

ＮＯ．６２８ 

平成26年(2014) 

４/１(火)  

平成２５年度に整備を進めていました、災害時の避難所を兼ねた奥村交流センターが完成し、５月１日（木）から村

民の皆さまにご利用していただけることとなりました。また、オープンに先立ちまして、下記のとおり施設内を見ること

が出来る見学会を行いますので、災害時には避難施設にもなる当施設を一度ご覧ください。 

 

【見学会日程】 

   ４月２５日（金） 午後 ２時から午後 ４時まで 

   ※当日、記念品も用意していますので、ぜひご来場ください。（記念品は数に限りがあります。） 
 

  【奥村交流センター施設概要】 

１．利用開始日・開館時間 

５月 １日（木）   午前 ９時から午後 ９時まで   

※４月２１日（月）から予約を受け付けます。 

２．休館日 

    毎週火曜日  ※火曜日が祝日の場合は翌日。 

３．利用手続き 

    利用したい施設、および日時の予約状況を確認していただき、申請書を提出してください。 

４．利用施設概要 

    １階集会室（１部屋） １３９．１１㎡（約８５畳程度） 

    ２階集会室（２部屋）  ９５．２２㎡（約５７畳程度）  ９２．９９㎡（約５６畳程度） 

    ※施設内に、授乳室１室・だれでもトイレ２室が設置されています。 

５．施設内備品 

   ・テーブル、イス、ホワイトボード、ワイヤレスマイク、テレビ、冷蔵庫 

６．注意事項 

   ・施設内での飲食は原則禁止。（パーティや祝賀会などのイベント時の飲食は例外とします。） 

   ・利用後はきれいに清掃していただきます。（モップや掃除機で清掃してください。） 

   ・ごみは持ち帰っていただきます。 

 

 

●問合せ先   施設の予約に関する問合せ先      村民課 住民係  ２―３１１３  

           避難施設に関する問合せ先        総務課 総務係  ２―３１１１  
 

奥村交流センター（避難施設）

５月１日（木）オープンします。 
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分野別目標像と施策体系 
（平成26年度予算への反映状況） 

(1)環境共生 

つながりが豊かな暮らしと豊かな自然を紡ぐ村 

予算(千円) 

１：自然環境保全・利用 8,461 

２：環境教育 365 

重点プロジェクト 

○外来種侵入・拡散防止に向けた普及啓発 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

(2)都市・防災 

しなやかな強さが暮らしの安定を守る村 

予算(千円) 

１：居住 32,046 

２：景観形成 2,637 

３：交通 35,874 

４：エネルギー利用 0 

５：資源循環・廃棄物処理 184,206 

６：生活基盤施設 1,149,329 

７：消防・防災 58,191 

重点プロジェクト 

○島外交通アクセス改善ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

○安全・安心の暮らしに向けた防災対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

○安心して住み続けられる住環境づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

(3)産業 

特色ある産業で人々の心を潤す村 

予算(千円) 

１：農地確保 5,170 

２：農業経営基盤強化 6,182 

３：水産資源保全 35,409 

４：漁業経営安定化 27,949 

５：観光振興 105,133 

６：商工業振興 15,212 

７：おもてなし 200 

重点プロジェクト 

○地域ブランド力による観光客満足度向上 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

(4)医療・福祉 

こまやかさが暮らし続けられる安心を支える村 

予算(千円) 

１：健康づくり 53,903 

２：子育て支援 47,186 

３：高齢者・障害者福祉 253,652 

４：地域福祉 107,516 

５：医療 477,024 

重点プロジェクト 

○安全性・専門性を確保した医療・福祉サービス

体制構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

○子育て支援環境づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

(5)教育・文化 

学び合う心が自立する力を育てる村 

予算(千円) 

１：学校教育 39,252 

２：生涯学習 80,896 

３：歴史・文化 20,534 

重点プロジェクト 

○確かな学力定着ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

(6)地域経営 

信頼に応え進化し続ける村 

予算(千円) 

１：行政経営 98,065 

２：協働 8,679 

３：国境離島 22,224 

４：硫黄島 65,842 

重点プロジェクト 

○村民・行政が一体となって取り組む自主・自立

のむらづくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

将 来 像 

心豊かに 
暮らし続けられる島 

人と人とのあたたかいつなが

りのもと、人と自然が共生し、

活力に満ちた地域社会を実現

することで、小笠原村は小さく

ともキラリと光る、唯一無二の

存在となることが可能です。 

「暮らしやすさ」に支えられた

小笠原村ならではの暮らしの

魅力を、一歩一歩着実に高め、

村民すべてが将来に向かって

夢や希望をもち、『心豊かに

暮らし続けられる島』となること

を目指します。 

総合計画とは、小笠原村総合計画条例に基づき、総合的かつ計画的なまちづくりを

推進するために策定するもので、将来像の実現に向けたむらづくりの指針です。 
趣
旨 

将来像や目標像の実現に向かって、村民と行政が 
共に工夫をしながら活動に取り組みます。 

総
合
計
画 

実
行
計
画 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

30年後の将来を見据えた村全体の大局的な目標像 
15年後の将来を見据えた主要分野ごとの目標像 

基本構想 

将来像 

分野別目標像 

５年後に実現を目指す具体的な村民の生活像 
５年間の取り組みの方向性  

※分野内で特に重点的に進める取り組みを 

「重点プロジェクト」として設定し、積極的に推進します。 

基本計画 

基本目標 

施策展開方針 

 

 
 

行政事業 

行政 

個人・地域 
事業者等 
の活動 

村民 

 

協
働 

計
画
の
構
成 

計画の期間は、平成 26 年度を 

初年度とする 15 年間です。 

 
期
間 

総合計画は、村役場ホームページで公開しております。                   ●問合せ先 総務課企画政策室 ２-３１１１ 

 
※「実行計画」とは、総合計画の将来像の実現に向けて具体的な事業を展開するための計画です。 

毎年見直しを行い、事業の着実な進行を図ります。 

15年 

５ヵ年 

基本構想 

前期      中期     後期 
基本計画 

５ヵ年 ５ヵ年 



  NO．628   平成 26（2014）年 4 月 1 日（火）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-3- 

                                     

                                     

                                     

                                     

  

  
 

 

 

 



NO．628   平成 26（2014）年 4 月 1 日（火）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-4- 

                                           

                                       

                                         

                      

消費税率引上げに伴う公共料金等改定 

  

平成２６年４月１日から消費税率が５％から８％に引き上げられます。これに伴い、当村の公共施設使用料

などの公共料金等の一部を以下のとおり改定いたします。 

 なお、住民票、戸籍、税関係の証明書などの手数料は改定いたしません。 

 改定後の料金は、平成２６年４月１日から適用されます。 

 ただし、給水料、地域し尿処理施設使用料、浄化槽使用料（いわゆる『上下水道料』です。）については、

４月１６日以後の使用分から改定後の料金が適用されます。 

 詳しくは、各担当課へお問い合わせください。 

 村民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

種
別 

名称等 料金種別 現行料金(円) 改定後料金(円) 問い合わせ 

使
用
料 

情報センター使用料 

セミナー室（１時間当たり） 

研 修 室（１時間当たり） 

パ ソ コ ン（１時間当たり） 

テレビ会議（１時間当たり） 

電 子 工 房（３時間当たり） 

プリンターＡ３・Ａ４/枚 

プリンターロール紙/ｍ 

２，０００ 

１，０００ 

３００ 

１，０００ 

５００ 

２５ 

５００ 

２，０５０ 

１，０２０ 

３００ 

１，０２０ 

５１０ 

２５ 

５１０ 

総務課ＩＴ推進係 

インターネット使用料 

一   般（月額） 

事 業 所（月額） 

50台以上接続（月額） 

４，０００ 

９，０００ 

１００，０００ 

４，１１０ 

９，２５０ 

１０２，８５０ 

総務課ＩＴ推進係 

墓地管理料 墓地管理料（年額） ３，６００ ３，７００ 村民課住民係 

火葬場使用料 

火葬炉使用料（改定なし） 

遺体冷却室、その他の使用料 

住 民（１日・24時間） 

非住民（１日・24時間） 

 

 

５００ 

１，０００ 

 

 

５１０ 

１，０２０ 

村民課住民係 

亀解体場使用料 亀解体場使用料（１頭当たり） ２，６２５ ２，７００ 産業観光課 

商工観光会館使用料 

第１研修室（１カ月当たり） 

第２研修室（１カ月当たり） 

第３研修室（１カ月当たり） 

会 議 室（１時間当たり） 

１１５，５００ 

１０２，９００ 

１５６，４５０ 

２１０ 

１１８，８００ 

１０５，８４０ 

１６０，９２０ 

２１０ 

産業観光課 

特産品開発普及センター使用料 

搾 汁 室（１日当たり） 

殺 菌 室（１日当たり） 

発 酵 室（１日当たり） 

貯 蔵 室（１日当たり） 

びん洗浄室（１日当たり） 

び ん 詰 室（１日当たり） 

倉   庫（１日当たり） 

８４０ 

８４０ 

１，３６５ 

３，２５５ 

６３０ 

２，７３０ 

８４０ 

８６０ 

８６０ 

１，４００ 

３，３４５ 

６４５ 

２，８０５ 

８６０ 

母島支所庶務係 

社会体育施設使用料 

テニスコート（１時間当たり） 

 〃 照明使用時（１時間当たり） 

ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ照明使用時（１時間当たり）  

グランド照明使用時（１時間当たり） 

５３０ 

１，０６０ 

５３０ 

４，０７０ 

５４０ 

１，０８０ 

５４０ 

４，１９０ 

教育課 

手
数
料 

意見書発行手数料 

介護保険その他の主治医意見書等 

      〃 

      〃 

５，２５０ 

４，２００ 

３，１５０ 

５，４００ 

４，３２０ 

３，２４０ 

医療課 

建設発生土処理手数料 建設発生土処理手数料 （１㎥当たり） ８４０ ８６４ 建設水道課 

特
別
会
計
使
用
料 

給水料 従量使用料に消費税分を加算 
従量使用料 

×105/100 

従量使用料 

×108/100 

（4/16 以後の使用分から適用） 

建設水道課 

地域し尿処理施設使用料※ 従量使用料に消費税分を加算 
従量使用料 

×105/100 

従量使用料 

×108/100 

（4/16 以後の使用分から適用） 

建設水道課 

浄化槽使用料※ 従量使用料に消費税分を加算 
従量使用料 

×105/100 

従量使用料 

×108/100 

（4/16 以後の使用分から適用） 

建設水道課 

 ※地域し尿処理施設施設使用料および浄化槽使用料は、消費税率引上げに伴う料金改定とは別に、従量使用料の改定も行って

います。 
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沖
ノ
鳥
島
視
察
ツ
ア
ー
の
参
加
者
募
集 

  

昨
年
度
返
還
45
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
予

定
で
あ
っ
た
沖
ノ
鳥
島
視
察
ツ
ア
ー
で
す
が
、
台
風

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

村
民
の
方
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

【
事
業
概
要
】 

《
実
施
方
法
》 

お
が
さ
わ
ら
丸
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
沖
ノ
鳥

島
を
周
回 

《
日
時
》 

 
 

○
５
月
９
日
（金
）午
後
４
時 

父
島
出
港 

 
 

○
10
日
（土
）午
後
４
時
頃 

沖
ノ
鳥
島
到
着 

午
後
５
時
頃 

沖
ノ
鳥
島
出
発 

 
 

○
11
日
（日
）午
後
５
時
頃 

父
島
到
着 

《
視
察
内
容
》 

沖
ノ
鳥
島
の
環
礁
の
外
を
お
が
さ
わ
ら
丸

で
周
回
し
、
北
小
島
・東
小
島
な
ど
を
視
察
し

ま
す
。
上
陸
は
せ
ず
、
船
上
か
ら
の
視
察
と
な

り
ま
す
。 

 
 
 

そ
の
ほ
か
、
沖
ノ
鳥
島
に
関
す
る
講
演
会
、

パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、
ビ
デ
オ
上
映
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

《
参
加
対
象
者
》 

村
民
お
よ
び
本
事
業
に
係
る
関
係
者 

 
 

※
母
島
か
ら
の
参
加
者
の
た
め
、
９
日
と
11
日

に
、
は
は
じ
ま
丸
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航

予
定
で
す
。 

【
募
集
要
領
】 

《
募
集
人
員
》
１
５
０
名
（中
学
生
以
上
に
限
る
） 

《
申
込
方
法
》 

村
役
場
総
務
課
ま
た
は
母
島
支
所
に
て
、
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

《
申
込
期
間
》
４
月
２
日
（水
）～
15
日
（火
） 

《
参
加
費
用
（食
事
込
）》 

○
１
等 

 

３
万
７
千
円 

30
名 

○
特
２
等 

２
万
９
千
５
０
０
円 

40
名 

○
２
等 

 

２
万
２
千
円 

 
 

※
申
込
み
時
に
利
用
等
級
の
希
望
を
ご
記
入
い

た
だ
き
ま
す
。 

 
 

※
席
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
そ
の
他
】
事
業
の
詳
細
は
、
窓
口
で
配
布
す
る
募

集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集 

（第
１
回
） 

  

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

【
事
業
名
】
平
成
26
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事

業
（第
１
回
） 

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日
（火
）～
５
月
９
日
（金
）ま
で 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・会
則
・名
簿
な
ど
の
あ
る
団
体
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
ほ
か
東
京
都
島 

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は

２
０
０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
平
成
27
年
３
月
末
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 

２
―
３
１
１
１ 

 狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
に
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
日
程
で
定
期
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
13
日(

日)

午
前
９
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
母
島
】 

 

《
日
程
》
４
月
14
日(

月)

午
前
10
時
～
正
午 

 

《
場
所
》
母
島
支
所 

（海
況
な
ど
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、

父
島
は
19
日
、
母
島
は
20
日
に
変
更
し
て
行

い
ま
す
。
） 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
予
防
注
射
の
み
》
３
千
５
５
０
円 

 

《
予
防
注
射
と
新
規
登
録
》
６
千
５
５
０
円 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

 全
国
健
康
保
険
協
会(

協
会
け
ん
ぽ)

被

保
険
者
の
健
康
診
断 

  

平
成
25
年
度
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
被
保
険
者
の
生

活
習
慣
病
予
防
健
診
を
、
小
笠
原
村
健
康
診
断
と
合

同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
も
11
月
下

旬
に
合
同
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

受
診
す
る
に
は
、
事
業
者
ご
と
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
各
事
業
者
に
は
、
後
日
、
協
会
け
ん
ぽ
東

京
支
部
か
ら
通
知
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
希
望
者

を
と
り
ま
と
め
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
居
住
地
が
小
笠
原
村
で
な
い
事
業
者
】 

 
 

協
会
け
ん
ぽ
東
京
支
部
が
把
握
し
、
通
知
す
る

の
は
、
居
住
地
が
小
笠
原
村
に
あ
る
事
業
者
と
な

り
ま
す
。そ
の
ほ
か
の
事
業
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

必
ず
事
前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 
 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス(

４
月
～
９
月
分) 

  

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
し
込
み
に
よ
り
都

営
地
下
鉄
・都
内
バ
ス
が
利
用
で
き
る
「東
京
都
シ
ル

バ
ー
パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以

上
の
方 

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】 

①
平
成
25
年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方 

 

１
万
２
５
５
円 

②
平
成
25

年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方 

 
 
 
 
 

１
千
円 

③
平
成
24
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
千
円 

【
有
効
期
限
】
９
月
30
日 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
実
施
日
程
】
４
月
８
日
（火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 
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均等割 

（年額） 

平成25年度 

ま で 

平成26～35年度 

増額分 増額後 

村民税 3,000円 500円 3,500円 

都民税 1,000円 500円 1,500円 

合 計 4,000円 1,000円 5,000円 

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
期 

  

平
成
26
年
度
保
険
料
は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
で
７
月
下
旬
ま
で
に
確
定
（
決
定
）
さ 

れ
、
８
月
上
旬
頃
ま
で
に
そ
の
決
定
通
知
書
と
納
入

通
知
書
を
小
笠
原
村
か
ら
送
付
す
る
予
定
で
す
。 

【
普
通
徴
収
の
方
】
確
定
し
た
保
険
料
を
、
８
月
以

降
の
納
期
毎
に
、
４
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

《
普
通
徴
収
の
納
期
限
》 

 
 

○
第
１
期 

９
月
１
日
（月
） 

 
 

○
第
２
期 

10
月
31
日
（金
） 

 
 

○
第
３
期 

12
月
25
日
（木
） 

 
 
 

（口
座
引
落
し
は
１
月
５
日
に
な
り
ま
す
） 

 
 

○
第
４
期 

３
月
２
日
（月
） 

【
特
別
徴
収
の
方
】
４
月
支
給
の
年
金
（偶
数
月
支 

給
）か
ら
新
年
度
の
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。 

前
回
支
給
月
の
２
月
支
給
の
年
金
よ
り
徴
収
さ
れ

た
期
割
額
と
同
額
を
、
新
年
度
の
４
月
、
６
月
、 

 

８
月
支
給
分
年
金
か
ら
徴
収
し
、
７
月
の
保
険
料
の

確
定
に
よ
っ
て
、
４
月
～
８
月
の
仮
徴
収
で
納
め
た

額
を
控
除
し
た
残
額
を
、
10
月
以
降
に
支
給
さ
れ
る

年
金
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

※
原
則
と
し
て
、
保
険
料
は
年
金
の
支
給
時
に
天
引

き
さ
れ
る
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
口
座
振
替

に
よ
る
普
通
徴
収
で
の
払
込
を
「選
択
」す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
口
座
を
お

持
ち
の
金
融
機
関
窓
口
に
て
届
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
届
出
か
ら
手
続
き
完
了
ま
で
２
月
以

上
か
か
り
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ま
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
制
度
を
支
え
る
若
年

世
代
の
方
々
に
も
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
広
報
誌

「東
京
い
き
い
き
通
信
」を
発
行
し
、
小
笠
原
村
で
は

全
戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
制
度
の
し
く
み
や
運
営
な
ど
は
、
広
域
連
合
の
お

問
合
せ
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
広
域
連
合
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
】 

《
開
設
時
間
》
土
・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
平
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

《
連
絡
先
》
０
５
７
０
―
０
８
６
―
５
１
９ 

 

《
Ｆ
Ａ
Ｘ
》
０
５
７
０
―
０
８
６
―
０
７
５ 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

臨
時
福
祉
給
付
金
（簡
素
な
給
付
措
置
） 

 

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、
所
得

の
低
い
方
々
へ
の
負
担
の
影
響
に
鑑
み
、
暫
定
的
・

臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。 

【
支
給
対
象
者
】
平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
（均
等

割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。た
だ

し
、
次
の
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

○
市
町
村
民
税
（均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
扶
養
親
族 

○
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者 

【
給
付
額
】
給
付
対
象
者
一
人
に
つ
き
、
１
万
円 

【
加
算
措
置
】
給
付
対
象
者
の
う
ち
次
の
受
給
者 

１
人
に
つ
き
、
５
千
円
を
加
算
し
ま
す
。 

○
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・遺
族
基
礎
年
金 

○
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
な
ど 

【
申
請
手
続
き
】
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
速
や
か
に
広
報
し
ま
す
。
（６
月
以
降
の
予
定
） 

申
請
先
は
基
準
日
（１
月
１
日
）に
お
い
て
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
と
な
り
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

厚
生
労
働
省
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
ダ
イ
ヤ
ル 

０
３
―
３
５
９
５
―
３
５
２
９ 

 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

 

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、
子
育

て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
し
、
子
育
て
世
帯
の
消
費

の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、
臨
時
的
な
給
付
措
置

と
し
て
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。 

【
支
給
対
象
者
】
１
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者 

※
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限

額
未
満
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
児
童
】
支
給
対
象
者
の
１
月
分
の
児
童
手
当

の
対
象
と
な
る
児
童
。 

た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
、
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。 

【
給
付
額
】
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
１
万
円 

【
申
請
手
続
き
】
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
速
や
か
に
広
報
し
ま
す
。
（６
月
以
降
の
予
定
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

申
請
先
は
基
準
日
（１
月
１
日
）に
お
い
て
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

厚
生
労
働
省
「子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

ダ
イ
ヤ
ル 

０
３
―
３
５
９
５
―
３
５
２
８ 

 

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で

き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す 

  

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
等
に

よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予
を
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月

分
ま
で
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
災
害
・失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除
（特

例
免
除
と
い
い
ま
す
）に
つ
い
て
も
、
４
月
か
ら
は
、

災
害
・失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
（３
月
以
前
に
あ
っ
た
災
害
・失
業

も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
去
分
の
審
査
対
象
期
間

は
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
で
す
。
） 

必
要
な
添
付
書
類
や
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

村
民
課
住
民
係
ま
た
は
港
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】 

〇
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
（猶
予
）申
請

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る

と
、
万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ

な
い
場
合
や
、
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基
づ
き
審

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

〇
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

港
年
金
事
務
所
０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 

防
災
・減
災
の
た
め
の
臨
時
増
税 

（個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
特
例
） 

  

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、緊
急
防
災
・減
災

事
業
に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、「東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
係

る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」に
も
と
づ

き
、
10
年
間
に
限
り
（平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
）、
村
民
税
と
都
民
税
（個
人
の
住
民
税
）

の
均
等
割
の
税
額
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。 

均
等
割
課
税
者
に
お
い
て
は
、

一
人
あ
た
り
年
額 

１
千
円

の
増
税
と
な
り
村
民
の
皆
様

に
は
新
た
な
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

こ
の
加
算
分
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
と
小
笠
原
村
が
行
う

防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す

る
経
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。 

※
所
得
税
（国
税
）に
つ
い
て

も
、
平
成
25
年
分
か
ら
「復

興
特
別
所
得
税
」
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、新
年
度
の
村
・都
民
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税
の
納
税
通
知
書
（
普
通
徴
収
分
：
特
別
徴
収
（
給

与
・
年
金
か
ら
の
天
引
き
）以
外
の
自
ら
納
付
書
な
ど

で
お
納
め
い
た
だ
く
方
）は
、例
年
通
り
６
月
上
旬
に

お
送
り
す
る
予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

東
京
都
島
し
ょ
地
域
中
小
企
業
な
ど

振
興
補
助
事
業
の
募
集 

 

（公
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
振
興
に
係
る
事
業
を
新
た
に
行
う
中
小
企
業
な

ど
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
事
業
者
】
個
人
事
業
者
、
中
小
企
業
、

組
合
な
ど
、
財
団
法
人
・社
団
法
人
・特
定
非
営
利

活
動
法
人
、
複
数
の
企
業
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
中

小
企
業
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど
。 

 
 

た
だ
し
、
東
京
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事
業
所

を
持
ち
、事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
（法
人
の
場
合

は
島
し
ょ
地
域
に
登
記
、
個
人
の
場
合
は
島
し
ょ

地
域
に
開
業
届
を
し
て
い
る
こ
と
）。 

※
創
業
予
定
者
の
場
合
は
、
事
業
完
了
ま
で
に
、
島

し
ょ
地
域
に
登
記
ま
た
は
開
業
届
出
が
必
要
で
す
。 

【
対
象
事
業
】
新
た
に
実
施
す
る
次
の
事
業 

① 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

② 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振
興
に
関
す

る
事
業 

③ 

①
ま
た
は
②
に
関
連
し
た
事
業
展
開
に
関
す

る
事
業 

【
申
請
条
件
】 

補
助
申
請
は
、
（公
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
公

社
が
実
施
す
る
「東
京
都
中
小
企
業
応
援
フ
ァ
ン

ド
地
域
資
源
活
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
助
成
事

業
」（以
下
「フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
」）へ
の
申
請
を

条
件
と
し
、
当
該
助
成
事
業
の
結
果
を
踏
ま
え
、

交
付
・不
交
付
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

な
お
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の
申
請
に
は
、
事

前
（５
月
16
日
（金
）ま
で
）に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
補
助
金
額
】
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
で 

  

１
千
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
で
の
助
成
金
額

は
除
き
ま
す
。 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
の
時
期
か
ら
２
年
以
内 

【
提
出
書
類
】 

 

〇
申
請
書 

 

〇
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の
申
請
書
類
一
式
の
写
し

（受
付
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
） 

【
応
募
期
限
】
５
月
30
日
（金
） 

【
補
助
金
交
付
要
綱
配
布
お
よ
び
提
出
先
】 

産
業
観
光
課
お
よ
び
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 
《
中
小
企
業
等
振
興
補
助
事
業
》 

 
 

（公
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

産
業
観
光
課 

  
 
  

 
  

  

２
―
３
１
１
４ 

 

《
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
》 

（公
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
助
成
課 

０
３
―
３
２
５
１
―
７
８
９
５ 
 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧 

 
 

お
よ
び
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧 

  

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（名
寄
帳
）の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
（火
）～
翌
年
３
月
31
日 

 
 
 
 
 

（土
日
・祝
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
（火
）～
６
月
２
日
（月
） 

 
 
 
 
 

（土
日
・祝
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 
 
 

（正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 

 

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
ま
た

は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
心
身
健
全
に
し
て
、
か
つ

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資

金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

貸
付
の
資
格
・条
件
、
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

奨
学
生
は
、
次
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

〇
届
出
の
内
容
（本
人
ま
た
は
、連
帯
保
証
人
の
住

所
、
そ
の
他
）に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
休
学
、

復
学
、
転
学
、
ま
た
は
退
学
な
ど
が
あ
っ
た
と

き
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。 

 

〇
毎
学
年
の
は
じ
め
に
「在
学
証
明
書
」の
提
出
が

必
要
で
す
。 

〇
今
年
度
で
貸
付
の
終
了
す
る
方
は
、「学
資
金
借

用
証
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 

〇
減
免
の
承
認
を
受
け
た
方
で
、
減
免
の
申
請
内

容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
若
し
く
は
減
免
の

要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。 

 
 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

２
０
１
４
小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

 

小
笠
原
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ま
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
作
品
】
小
笠
原
で
撮
影
さ
れ
た
、
小
笠
原
の

魅
力
を
伝
え
る
作
品
す
べ
て 

【
賞
】 

《
金
賞(

１
名)

》
賞
金
５
万
円
・賞
状
・小
笠
原
航

路
往
復
２
等
乗
船
券(

ペ
ア) 

※
小
笠
原
海
運
（株
）協
賛 

《
銀
賞(

１
名)

》
賞
金
４
万
円
・賞
状
・小
笠
原
の

特
産
品 

《
銅
賞(

１
名)

》
賞
金
３
万
円
・賞
状
・小
笠
原
の

特
産
品 

《
特
別
賞(

４
名)

》
賞
金
２
万
円
・賞
状 

《
佳
作(

10
名)

》
賞
金
１
万
円
・賞
状 

【
応
募
締
切
】
平
成
27
年
１
月
16
日
（金
）必
着 

【
応
募
先
】
村
役
場
産
業
観
光
課
お
よ
び
母
島
支
所

宛
て
に
郵
送
も
し
く
は
持
ち
込
み 

詳
細
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
村
役
場
お

よ
び
父
島
・
母
島
の
両
観
光
協
会
に
置
い
て
あ
る
応

募
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行 

 

30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
い

た
し
ま
す
。 

平
成
26
年
度
か
ら
、
受
診
可
能
期
間
が
４
月
１
日

～
３
月
31
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
対
象
者
の
確
定
の

た
め
、
ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
は
４
月
14
日
以
降
と
な

り
ま
す
。
４
月
中
に
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
発
行
対
象
者
】
４
月
１
日
で
村
に
住
民
登
録
し
て

い
る
30
歳
以
上
の
女
性
。 

な
お
、
次
の
年
齢
で
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
に

は
、
申
し
込
み
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
を
発
送
い
た
し
ま
す
。 

《
子
宮
頸
が
ん
検
診
対
象
者
》  

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳 

《
乳
が
ん
検
診
対
象
者
》  

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳 
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【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
と
検
診
内
容
】 

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
用 

（内
診
、
細
胞
診
お
よ
び
エ
コ
ー
） 

 

○
乳
が
ん
検
診
用 

（マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
触
診
） 

【
申
込
先
】
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
お
よ
び
母
島
支
所 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
お
よ

び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
徴
収
方
法
の
変
更 

  

４
月
分
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
の
徴
収
方

法
を
、
次
の
と
お
り
変
更
い
た
し
ま
す
。 

【
徴
収
方
法
】
利
用
月
払
い 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

母
島
小
中
学
校
日
曜
学
校
公
開 

 
 

母
島
小
中
学
校
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
、

学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
ご
参
観
い
た
だ
き
、
学
校

で
の
児
童
生
徒
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
、
本
校

の
教
育
の
特
色
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
日
曜
学
校
公
開
を
実
施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
27
日
（日
） 

午
前
８
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校
３
―
２
１
８
１
～
２ 

 

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
る
備
品
整
備 

  

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
す
る
（財
）自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
、

奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
備
品
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。 

【
整
備
し
た
備
品
】 

 

○
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル 

30
台 

 

○
折
り
畳
み
チ
ェ
ア 

90
脚 

 

○
折
り
畳
み
チ
ェ
ア
用
台
車 

２
台 

 

○
業
務
用
ク
リ
ー
ナ
ー 

２
台 

 

○
液
晶
テ
レ
ビ 

２
台 

 

○
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ 

１
台 

 

○
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク 

２
本 

 

○
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド 

１
台 

 

○
簡
易
テ
ン
ト 

１
張 

 

○
冷
蔵
庫 

１
台 

          

●
問
合
せ
先 
総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
採
用
（主
事
級
）】
３
月
10
日
付 

村
民
課
福
祉
係(

母
島
保
育
園) 

 
 

木
村 

美
絵
〔
保
育
士
〕 

【
派
遣
職
員
（転
出
）】
３
月
31
日
付 

東
京
都 

城
川 

雅
光
〔
医
師
〕《
診
療
所
診
療
所
係
》 

鈴
木 

亮
士
〔
医
師
〕《
診
療
所
診
療
所
係
》 

長
島 

健
太
郎
〔
医
師
〕《
診
療
所
診
療
所
係
》 

【
退
職
】
３
月
31
日
付 

加
藤 

純
子
〔
看
護
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

泉
原 

み
ど
り
〔
保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
》 

 

大
津 

智
香
子
〔
栄
養
士
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

堀 

洋
子
〔
介
護
福
祉
士
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

（定
年
退
職
） 

今
野 

満
《
財
政
課
長
》 

斉
藤 

実
《
村
民
課
長
》 

箭
内 

浩
彌
《
母
島
支
所
長
》 

（任
期
満
了
） 

岩
本 

由
美
子
〔
保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
》 

生
川 

実
希
子
〔
保
育
士
〕《
村
民
課
福
祉
係
》 

 防
災
行
政
無
線
定
時
チ
ャ
イ
ム
の
変
更 

 

防
災
行
政
無
線
で
毎
日
午
後
５
時
に
放
送
し
て
い

る
定
時
チ
ャ
イ
ム
を
、
４
月
１
日
か
ら
「レ
モ
ン
林
」

に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

東
京
都
小
笠
原
住
宅 

あ
き
家
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】
平
成

26

年
６
月
１
日
か
ら 

 
 
 

平
成
27
年
５
月
31
日
ま
で
に
発
生
す
る
あ
き
家

住
宅
（母
島
に
つ
い
て
は
、６
月
１
日
時
点
で
あ
き

家
に
な
っ
て
い
る
住
宅
を
含
む
） 

【
申
込
資
格
】
申
込
日
現
在
、
次
の
項
目
の
全
て
に

当
て
は
ま
る
方 

○
申
込
者
本
人
が
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を

有
し
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠
原
諸

島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

方
で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

② 

①
の
配
偶
者
ま
た
は
直
系
血
族
の
方
で
小

笠
原
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
、
小
笠
原
村

に
居
住
し
て
い
る
方 

 

○
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
方 

 

○
現
在
、
同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
者
が
い
る
方 

 

○
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
ま
た
は
住
宅
に
困
窮

す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方 

 

○
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
等
に
関
す
る
法

律
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方 

【
募
集
案
内
配
布
期
間
】
４
月
１
日
（火
）～
30
日
（
水
） 

「募
集
案
内
」は
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

【
申
込
期
間
】
４
月
14
日
（月
）～
30
日
（水
） 

 

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
30
日
（水
）ま
で
の
消
印

に
限
り
有
効
と
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、４
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
４
月
７
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇 

な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込 

な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付 

な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付 

な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
17
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

 

《 

》
内
は
旧
所
属 
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お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ
の

講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら
２
年

間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習

は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１

時
間
程
度
行
い
ま
す
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

東
京
都
科
学
技
術
週
間 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
施
設
公
開 

 

【
日
時
】４
月
19
日
（土
）午
前
10
時
～
午
後
２
時
ま
で 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】
研
究
成
果
の
展
示
、
施
設
内
を
め
ぐ
る
ク
イ

ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
業
機
械

の
展
示
、
生
産
者
に
よ
る
苗
木
販
売
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
園
芸
教
室
と
し
て
「
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ 

ル
ー
ツ
の
挿
木
体
験
」
や
「
カ
ン
キ
ツ
の
接
木
実

演
」、
科
学
教
室
と
し
て
「オ
ガ
サ
ワ
ラ
ゼ
ミ
の
ナ

ゾ
」や
「春
に
と
れ
る
グ
リ
ー
ン
レ
モ
ン
」に
つ
い

て
の
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
セ
ン
タ
ー
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
限
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
来
場
に
は
出
来
る
だ
け
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
１
０
４ 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
34
回
「赤
い
大
地
・青
い
夕
焼
け
」 

 

東
の
空
に
赤
く
輝
く
火
星
が
み
ご
ろ
に
な
っ
て
き

た
よ
。
月
と
火
星
を
望
遠
鏡
で
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
４
月
９
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
４
月
９
日
（水
） 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

 ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

【
４
月
の
開
館
日
】
４
月
１
日
、
25
・
26
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
の
毎
日
。 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
夜
間
開
館
・イ
ベ
ン

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
ポ
ス
タ
ー
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
新
館
》「小
笠
原
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、西
之
島
、

そ
し
て
～(

仮)

４
月
27
日
開
催
予
定 

 
 

去
年
11
月
に
突
然
噴
火
し
た
西
之
島
の
情
報

な
ど
を
硫
黄
三
島
に
新
た
に
加
え
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

《
本
館
》
「鯨
・鯨
・鯨 

  

展
」～
今
年
も
ザ
ト
ウ
が 

 

や
っ
て
き
た
！
～
開
催
中 

モ
ッ
チ
ー
ニ
と
い
う
ク
ジ
ラ
の
紹
介
や
、
海
や

陸
か
ら
の
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
情
報
な
ど
展
示
し
ま
す
。 

今
年
も
実
物
大
ク
ジ
ラ
パ
ネ
ル
は
健
在
で
す
！ 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
４ 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
４
を
開
講
い
た
し
ま

す
。
申
し
込
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
程
】
火
・木
曜
日
（祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、 

 
 

飲
み
物
、
上
履
き
（父
島
の
み
） 

【
父
島
】 

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

（場
所
変
更
有
） 

《
内
容
》
筋
力
の
維
持
増
進
、
関
節
可
動
域
の
維

持
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
座
っ
た
ま
ま
で

き
る
運
動
を
中
心
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃

あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や
運
動
習
慣

を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
。 

《
申
込
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は
、
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

【
母
島
】 

《
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

《
内
容
》
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
や
、

晴
れ
て
い
る
日
は
屋
外
で
運
動
を
行
い
ま
す
。 

《
申
込
》
母
島
支
所
ま
た
は
、
母
島
明
老
会 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
２
２
３ 

 
 

母
島
明
老
会 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 
小
笠
原
高
等
学
校
第
46
回
入
学
式 

 

【
日
時
】
４
月
８
日
（火
）午
後
２
時
開
会
式 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

    

料
金
改
定
の
お
願
い 

 

日
頃
よ
り
島
嶼
会
館
を
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
消
費
税
率
改
正
に
と
も
な
い
４
月
１
日

よ
り
、
宿
泊
料
金
を
１
０
０
円
引
き
上
げ
し
、
次
の

と
お
り
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

更
な
る
品
質
・サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                  

●
問
合
せ
先 

 

島
嶼
会
館 

０
３
―
３
４
３
７
―
３
０
６
１ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

日
商
簿
記
検
定
を
実
致
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
６
月
８
日
（日
） 

【
申
込
期
間
】
４
月
16
日
（水
）～
５
月
７
日
（水
） 

【
受
験
料
】 

 

《
３
級
》
２
千
５
７
０
円 

 

《
２
級
》
４
千
６
３
０
円 
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【
試
験
会
場
】 

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
会
議
室 

 

《
母
島
》
村
民
会
館
会
議
室 

 

尚
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。ご
了
承
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
15
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
16
日
（水
）午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、日
、祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
・予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
４
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

電
話
で
弁
護
士
に
相
談
で
き
る 

「島
し
ょ
法
律
相
談
」の
ご
案
内 

 

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象

と
し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談
（電
話
相
談
）を
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

 
ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
日
】
月
・水
・金
曜
日(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉

庁
日
を
除
く
。) 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
電
話
で
ご
相
談
い
た
だ

け
ま
す
が
、
相
談
中
の
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

【
事
前
予
約
】
月
～
金
曜
日(
祝
日
・年
末
年
始
の
閉

庁
日
を
除
く
。) 

 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

 

 

東
京
都
生
活
文
化
局
広
報
広
聴
部
都
民
の
声
課 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

 

小
笠
原
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

  

小
笠
原
警
察
署
で
は
、「や
さ
し
さ
が
走
る
こ
の
街

こ
の
道
路
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
を
行
い
ま
す
。 

【
期
間
】
４
月
６
日
（日
）～
15
日
（火
） 

◎
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う 

 

【
飲
酒
運
転
の
根
絶
】
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
や
バ
イ

ク
の
運
転
は
禁
止
で
す
。
自
転
車
に
つ
い
て
も
飲

酒
運
転
禁
止
で
す
。 

【
違
法
駐
車
の
禁
止
】
島
内
で
路
上
駐
車
が
目
立
ち

ま
す
。
必
ず
駐
車
場
（車
庫
）に
止
め
ま
し
ょ
う
。 

【
一
時
停
止
の
徹
底
】
一
時
停
止
線
標
識
の
あ
る
交

差
点
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、
必
ず
一
時

停
止
し
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら
進
行
し
て

く
だ
さ
い
。 

【
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
】
「ち
ょ
っ

と
そ
こ
ま
で
」で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

【
道
路
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
キ
ッ
ク
ボ
ー

ド
の
使
用
禁
止
】
ほ
か
の
交
通
に
危
険
を
生
じ
さ

せ
た
り
、
通
行
の
妨
害
と
な
り
ま
す
。 

【
車
両
の
点
検
】
ラ
イ
ト
な
ど
が
球
切
れ
の
状
態
で

走
行
し
て
い
る
車
両
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
整
備

不
良
車
両
は
、
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
な
ど

ほ
か
の
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
日
常
点
検

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

 

母
島
交
通
安
全
講
習
会
の
開
催 

  

講
習
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
11
日
（金
）午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
内
容
】 

 
○
交
通
安
全
の
講
話 

 

○
交
通
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
母
島
駐
在
所 

３
―
２
１
１
０ 

   

６
月
１
日
か
ら
運
転
免
許
に
関
す
る

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
す 

 

【
主
な
改
正
点
】 

 

○
免
許
取
得
・更
新
時
に
、一
定
の
病
気
な
ど
の
症

状
に
関
す
る
「質
問
票
」の
提
出
義
務
が
新
設 

 

○
一
定
の
病
気
な
ど
に
よ
り
免
許
を
取
消
さ
れ
た

者
に
対
す
る
免
許
再
取
得
時
の
試
験
一
部
免
除 

※
そ
の
ほ
か
、
一
定
の
病
気
な
ど
に
係
る
運
転
者

対
策
や
悪
質
・危
険
運
転
者
対
策
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

 

警
視
庁
運
転
免
許
本
部 

０
３
―
６
７
１
７
―
３
１
３
７ 

 

消
費
税
率
変
更
に
伴
う 

お
が
さ
わ
ら
丸
運
賃 

  

消
費
税
率
変
更
に
伴
う
旅
客
運
賃
の
変
更
は
、 

６
月
１
日
東
京
発
便
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

貨
物
運
賃
の
変
更
は
４
月
２
日
東
京
発
便
か
ら
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
（株
） 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

 
 
 
 
 

（貨
物
）０
３
―
３
４
５
５
―
０
４
６
１ 

 

消
費
税
率
変
更
に
伴
う は

は
じ
ま
丸
運
賃 

 

消
費
税
率
変
更
に
伴
い
、
旅
客
、
貨
物
運
賃
と
も   

４
月
１
日
便
か
ら
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 
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専
門
診
療 

 

◎
眼
科 

 

【
母
島
】 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
22
日
（火
）午
前
・午
後 

 
 
 
 
 
 
 

23
日
（水
）午
前
・午
後 

【
父
島
】 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
26
日
（土
）～
29
日
（火
）午
前
・午
後 

 
 

※
29
日
は
午
前
の
み 

 
 

 

【
受
付
時
間
】 

《
午
前
》
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で 

《
午
後
》
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で 

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
処
方
は
出
来
か
ね
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

眼
科
検
査
は
一
般
的
に
大
変
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
産
科
・婦
人
科 

 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
21
日
（月
）～
25
日
（金
） 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
27
日
（日
） 

予
約
制
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
電
話
ま
た
は
診

療
所
窓
口
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（尚
、
予
約
は
平
日
、
午
後
水
曜
日
を
除
く
午
後
１
時

30
分
～
５
時
の
間
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

  

   

平
成
26
年
度
小
笠
原
村 

定
期
予
防
接
種
年
間
予
定
表 

 

日
本
脳
炎
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
（保
育
園
年
長
）・

二
種
混
合
（小
学
校
６
年
生
相
当
）の
対
象
者
へ
は
、

日
程
の
詳
細
と
問
診
票
を
後
日
個
別
通
知
い
た
し
ま

す
。 

                               

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
２
―
３
９
３
９ 

予
防
接
種
の
実
施
（母
島
） 

 

保
育
園
年
長
、
小
学
６
年
生
の
方
を
対
象
に
、
定

期
予
防
接
種
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は

個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

【
接
種
種
類
】 

 

《
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
》 

保
育
園
年
長 

 

《
２
種
（ジ
フ
テ
リ
ア
・破
傷
風
）混
合
》
小
学
６
年
生 

【
実
施
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
実
施
日
】
４
月
14
日
（月
） 

【
受
付
時
間
】
通
知
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
10
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
４
月
17
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
23
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

４月の燃料油価格変動調整金 
 

 ４月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，５６３ （+1,269） 

２  等  品 ８，９６６ （+1,190） 

３  等  品 ８，３６８ （+1.110） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９５８ （+127） 

０．０７５トン以下 ７２２ （+96） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，８７０ （+990） ２，４４０ （+500） 

１ 等 ９，７４０ （+1,980） ４，８７０ （+990） 

村民割引 
（往復）２等 ５，８５０ （+1,190） ２，９３０ （+600） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２５，９６０ （+3,390） １２，９９０ （+1,700） 

特 ２ 等 ３８，９３０ （+5,080） １９，４７０ （+2,540） 

１ 等 ５１，９２０ （+6,780） ２５，９６０ （+3,390） 

特 １ 等 ６０，０２０ （+7,830） ３０，０２０ （+3,920） 

特 等 ６４，９７０ （+8,480） ３２，４９０ （+4,240） 

２等（学割） ２０，７８０ （+2,720）  
２等 

（身体障害者割引） 
１２，９９０ （+1,700）  ６，５００ （+850） 

村民割引 
（往復）２等 ３８，９５０ （+3,060） １９，４９０ （+1,530） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １７，２０２ （＋1,564） 

２  等  品 １６，０１４ （＋1,456） 

３  等  品 １４，７３１ （＋1,339） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，７２４ （＋157） 

０．０７５トン以下  １，２８３ （＋117） 

 

 
４ 

月 

５ 

月 

６ 

月 

７ 

月 

８ 

月 

９ 

月 

１０

月 

１１

月 

１２

月 

１ 

月 

２ 

月 

３ 

月 

個

別

接

種 

・Hib 

・肺炎球菌 

・四種混合 

・ＢＣＧ 

・麻しん風

しん混合 

・三種混合 

・ポリオ 

・日本脳炎 

３ 

(木) 

１ 

(木) 

５ 

(木) 

３ 

(木) 

７ 

(木) 

４ 

(木) 

２ 

(木) 

６ 

(木) 

４ 

(木) 

８ 

(木) 

５ 

(木) 

５ 

(木) 

２４ 

(木) 

２２ 

(木) 

２６ 

(木) 

２４ 

(木) 

２８ 

(木) 

２５ 

(木) 

２３ 

(木) 

２７ 

(木) 

２５ 

(木) 

２２ 

(木) 

２６ 

(木) 

２６ 

(木) 

 受付時間 接種場所 

父島 個別接種 
第 1木曜：１４時半～１６時 

小笠原村診療所 
第 4木曜：１６時～１６時半 

母島 個別接種 １５時半～１６時 母島診療所 
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《
内
容
》
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

《
持
ち
物
》
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

    

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
12
回
「ア
ホ
ウ
ド
リ
の
い
る
と
こ
ろ
」 

 

ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、
以
前
は
沖
縄
の
大
東
諸
島
や
台

湾
の
澎
湖
諸
島
で
も
繁
殖
し
て
い
ま
し
た
。た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
島
で
は
小
笠
原
と
同
様
に
絶
滅
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
繁
殖
地
は
、
伊
豆

諸
島
の
鳥
島
と
尖
閣
諸
島
の
２
箇
所
の
み
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
最
近
、
朗
報
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
１

箇
所
で
、
新
た
に
繁
殖
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
北

西
ハ
ワ
イ
諸
島
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
諸
島
で
は
、
多
く

の
ク
ロ
ア
シ
ア
ホ
ウ
ド
リ
と
コ
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
繁
殖

し
て
い
ま
す
。
そ
の
繁
殖
地
で
、
平
成
22
年
（２
０

１
０
年
）の
暮
れ
か
ら
、一
つ
が
い
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
の

営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

              

し
か
し
、
そ
の
直
後
の
平
成
23
年
（２
０
１
１
年
）

の
３
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ち
ょ
う
ど
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
雛
が
巣
の
中
で
育
っ
て
い

る
時
で
す
。
津
波
は
、
日
本
の
沿
岸
だ
け
で
な
く
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
に
も
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
時
、
件
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
巣
ま
で
津
波
が
到

達
し
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
雛
は
生

き
延
び
、
無
事
に
巣
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
翌
年
に
も
雛
は
巣
立
ち
、
こ
の
冬
に
は
３
回

目
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
一
つ
が
い
で
す
。
さ
ら
に

多
く
の
つ
が
い
が
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
で
繁
殖
す
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
今
冬
の
雛
も

無
事
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 

２
❘
３
１
１
７ 

 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 ◎
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
来
遊
状
況
の
経
過 

  

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
は
、
２
月
13
日
ま
で
行
っ

た
定
点
観
測
の
結
果
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。今
月
は
、

そ
の
後
の
経
過
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

                

上
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
発
見
頭
数
を
算
出

し
、
今
シ
ー
ズ
ン
と
過
去
３
年
分
の
デ
ー
タ
を
比
較

し
た
も
の
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
１
月
後
半
か
ら

２
月
後
半
ま
で
、
発
見
頭
数
の
多
い
時
期
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
３
月
に
入
る
と
前
半
は
例
年
並
み
に
落

ち
着
き
、
後
半
の
発
見
頭
数
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
平

均
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

 

発
見
頭
数
の
多
い
ピ
ー
ク
時
か
ら
、一
度
減
少
し
、

ま
た
増
加
す
る
こ
と
が
例
年
の
傾
向
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
発
見
頭
数
の
動
向
に
注
目
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
３
月
に
入
っ
て
か
ら
の
も
う
一
つ
の
傾
向

は
、
今
シ
ー
ズ
ン
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
子
ク
ジ
ラ

の
発
見
が
２
月
よ
り
も
増
え
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
定
点
観
測
の
結
果
か
ら
、
子
ク
ジ
ラ
の
発
見
は

３
月
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。 

                 
４
月
以
降
も
子
ク
ジ
ラ
が
見
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
の
成
長
を
暖
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
で

す
ね
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
155 

 

◎
交
尾
亀
に
ご
注
意
く
だ
さ
い 

  

３
月
に
入
り
湾
内
で
も
交
尾
亀
を
見
る
機
会
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
交
尾
亀
は
メ
ス
が
オ
ス
を
背 

負
っ
て
泳
い
で
い
る
た
め
、
単
独
の
ウ
ミ
ガ
メ
よ
り

も
泳
ぐ
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
反
応
も
鈍
い
た
め
、
船

舶
の
航
行
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

  

ク
ジ
ラ
や
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
お
よ
び
飼
育
業
務
に

つ
い
て
、村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

週
１
回
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◎
平
成
25
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
終
了 

 

３
月
８
日
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
「平
成
25
年

度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」を
開
催
致
し
ま
し
た
。当
日
は

村
民
を
中
心
に
た
く
さ
ん
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

報
告
会
で
は
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
が
１
年
間
学

ん
だ
ウ
ミ
ガ
メ
に
つ
い
て
の
発
表
や
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

保
護
に
関
す
る
ミ
ニ
討
論
会
も
行
わ
れ
会
場
を
盛
り

あ
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
ノ
ア
母
島
か
ら
は
母

島
で
の
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
活
動
に
つ
い
て
、
東
京
海
洋

大
学
う
み
が
め
研
究
会
か
ら
は
小
笠
原
を
含
め
た
世

界
の
ウ
ミ
ガ
メ
文
化
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
か
ら
は
、
小
笠
原
諸
島
に
お
け

る
産
卵
状
況
や
ふ
化
状
況
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
シ
ー
ズ
ン
に
よ
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
状
況
や

ふ
化
状
況
、
食
害
に
つ
い
て
も
変
化
が
見
ら
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
次
回
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

 

 

 

図. 定点観測における平均発見頭数の推移 

 

 

 
 

図. 子クジラの月別発見頭数 

（2000 年 12 月から 2014 年 3 月まで） 

http://bonin-ocean.net/
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イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美（うちむら かずみ）です。

うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れて、早くみなさんに覚えて

いただけるように頑張ります。島の野菜や果物を使った料理に挑戦してみようかと思っていま

す！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１７０号 ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

保健師：クジラさんは、ストレスを感じた時にどのように対処していますか？ 

クジラ：ゆっくり仲間の泳ぐ姿をみたり、仲間に愚痴を言ったりしているかな。 

保健師：良いですね。その他にも、アロマオイルなどを使ってセルフマッサージをすることも

おすすめです。自分に合ったストレス解消方法を見つけられると良いですね 

クジラ：ストレスはどうしても溜まってしまうから、いろいろ試してみようっと。 

 

 

新年度がはじまり、進学・進級したり、職場でも異動や転勤になったりと、新しい環境に変わった方も多いと思いま

す。新しい環境に入ると、慣れない人間関係や生活習慣を送るため、ストレスを感じ、体調を崩される方も多いのでは

ないでしょうか。 

今回のけんこう通信では、村民の皆さんが心も身体も健やかに新しい年度をはじめられるよう、ストレスについてお

話をしていきたいと思います。 

ストレスと上手につきあうには、まず毎日の生活習慣を整えることが大切です。バランスの取れた食事や良質な睡

眠、適度な運動の習慣を維持することが、こころの健康の基礎固めになります。 

睡眠：1日 5時間以上取るようにする。4時間未満の睡眠だと精神障害の発症率が急激に高くなります。 

食事：ゆっくり噛んで食べる→脳の働きを活性化 

   野菜から食べる→急激な血糖値の上昇、降下を避ける 

   間食・スナック菓子は減らす 

 ＊お酒を飲んでつらさを紛らわせようとするのは、睡眠の質を低下させ、 

うつ病などのこころの病気を引き寄せます 

ストレスとは、内的・外的なストレッサ―の刺激を

受けた結果として起こされる心身の変化、反応で

す。 

人間が生きていくために自然に備わった生命力と

もいえるかもしれません。 

ストレッサ―とは、人間の身体や精神に影響を与え

る刺激であり、色々な原因が考えられます。 

そもそもストレスって何？ 

ストレスをためない暮らし方 

ストレッサ―とは？ 

環境的要因：天候や騒音など 

身体的要因：病気や睡眠不足など 

心理的要因：不安や悩みなど 

社会的要因：人間関係がうまくいかない、 

      仕事が忙しいなど 

つまり、日常の中で起こる様々な変化＝刺激が、ス

トレスの原因（ストレッサ―）になるのです。 

 

良いストレス・悪いストレス 

ストレスには良いストレスと悪いストレスがあります。 

良いストレス：目標、夢、スポーツなど良い刺激を与えてくれるもの。 

悪いストレス：人間関係による心身の疲労など、身体に害を及ぼすもの。 

「ストレスは生活のスパイスである」とも言われています。 

人間には、適度なストレスが必要であり、悪いストレスは対処しながら生活していく

ことが重要です。 

 



地域振興に係る補助事業の募集（第１回）～５/９ 日商簿記検定申込期間（～５/７）

東京三弁護士会による法律相談（父島）

沖ノ鳥島視察ツアーの参加申込期間（～１５） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習の実施

乳幼児健診・歯科健診（母島）

入港日 出港日

定期予防接種

亜熱帯農業センター施設公開

高校図書館開放

出港日 入港日

春の全国交通安全運動（～１５） 専門診療（産科・婦人科）父島（～２５）

高校図書館開放

母島巡回労働相談 専門診療（眼科）母島（～２３）

小笠原小中学校入学式 ヘルスアップ教室（父島）

小笠原高等学校第４６回入学式

行政相談所の開設

入港日 出港日

村民相談 定期予防接種

ギャラクティック・キッズ申込締切

乳幼児健診・歯科健診（父島） 奥村交流センター見学会

電話による無料法律相談

母島交通安全講習会の開催 専門診療（眼科）父島（～２９）

出港日 　　　　入出港日

母島小中学校日曜学校公開

専門診療（産科・婦人科）母島

狂犬病予防注射と犬の登録（父島） 高校図書館開放

高校図書館開放

狂犬病予防注射と犬の登録（母島）

予防接種の実施（母島）

東京都小笠原住宅あき家入居申込期間（～３０）

入港日 　　　　入出港日

東京三弁護士会による法律相談（母島）

金

26 土

27 日

29 火月

月

水火

22

28 月

木

23

25

21

24

18 金

火

20 日

日付 曜日 行　事　予　定

木

水2

行　事　予　定日付 曜日

16 水

19 土

17 木

1 火

3

4

6

金

5 土

12

13

7

8

土

11 金

月

日

30 水

日

14

木

15 火

9 水

10

昭和の日 


